参加者アンケートの結果
自由意見
· ネットワークを一層ひろげることで、より多様な事例が交換されるように。
· コミュニティのなかで子育てしていうことはとてもエネルギーが要る。まず、思いを持つ者同士のネットワークが出来たらいい。
· 託児したのは我が家だけだった。もっと、子持ちの親が参加できたらいいと思う。
· 子どもにふるさとと感じさせれる町にしたいと、ＰＴＡ、子ども会、おやこ劇場などに関わってきましたが、よい刺激になりました。
· 実行委員に女性が少ない。積極的参加が無い女性が悪いのかも知れませんが、趣旨と違っている。
· パネラーに都市の人がいると良い。農業に限定していることに疑問。パネラーに行政が多いのはなぜ？実際の活動家が欲しかった。（第４分科会）
· もう少しテーマを絞ろう。
· 情報提供に感謝。
· こういう大会は全国でもめずらしい？関係者のみなさんお疲れ様でした。
· ネットワークの窓口を国民全体が知りうるように行政に働きかける必要がある。ＰＴ・ＯＰ、設計集団、福祉関係、建築関係などで協議すべき。
· 地域、仕事の領域などを含めネットワークが出来、今後必要に応じて情報交換や交流が出来るので有意義。
· 色々の地域の事例をもっと聞きたかった（第5分科会）
· 今後に期待します（私もがんばります）
· 事前にパネラーの関心を調整しないと、良いものにならない。市街地の活性化であり、商店街の活性化でないことを明確にして議論しないと論点がボケる。
· 一主婦としてどういう関わり方が出来るのか模索中です。特に、中高生の子どもたちの”根っこ“が来年岐阜でどんな形で発展するのか楽しみです。
· 色々な団体の考え方が聞けて参考になりました。しかし、点の活動（公園）事例の話が多く、片寄りを感じました。まちそのものと子どもたちとの関わりについての追求があっても良かった。
· これからの世代を担う子どもたちを少しでも大きくさせるために、わたしたち大人がもっと勉強すべき。
· 最も参考になったのは、2点。「継続」と「様々な価値観をおおまかにまとめる」ことです。そして、楽しくやれることです。ともにがんばりましょう。（第3分科会）
· ぜひ次ぎも参加したいです。（第9分科会）
· 大変勉強になった。次回も参加したい。
· こどもとまちづくり勉強させられました。子どもとのびのび遊んだりということより、「いかに遊ばせておくか」と考える人たちが多いなか、こういう分科会の思いをどう広げるのかが大切だと思った。継続して活動しておられる方の話をうかがえて良かった（第８分科会）
· フォーラムにかける情熱が感じられない。内容・レベルが低すぎる。
独自のアンケート活動を行われた分科会での意見。
第１分科会
· 一人の話が長すぎる。ほかの方の話をもっと聞きたい。当時の話を聞くより、問題の解決をおいて話して下さい。（特に
· 阪神大震災後をどうするのかといった部分が少なかった。問題が大きかったので勉強にはなった。自分の市でどうするのか今日の話を生かして考えてみたい。
· テーマをそれぞれのパネリストがどう関連づけているのかが良く分からず、全体的にまとまりがなかったので捉えにくかった.。レスキューストックヤード構想を理解したのがこの分科会であられたことだ。
· このようなシンポジウムに参加したのは初めてでした。本当に良い社会や市民生活を作り上げてゆくにはそこに住む住人たちの協力が必要ですし、今回もそう息苦しいシンポジウムｳﾑではなかったので今後どんどん参加してゆきたい。
· 行政に関することの話はむずかしい。興味をひいたのは地域で実際に災害が起きたときにどう対処するのかということで、普段から防災を意識することが大切。
第10分科会
· 皆様の努力に感謝。複数の分科会に興味がある、資料が欲しい。第３、第４．
· 地域固有の問題を追っていくということは市民情報や行政ニュースとともに地域に密着するという点で大切。中野了子さんの欠席は残念。
· パネリストそれぞれが地道に活動を続けておられることに驚かされました。若い人たちの参加も素晴らしい。既成の組織ではなく個人の参加が基礎になっているところに運動の原点を感じる。
· 朝の準備のとき、ホッチキスと針とが合わず使えなかった。キチンとしないと気持ちが萎える。
· 違った立場の人が同じものについて話しても違ったものになる。そのことが面白く勉強になった。
· 時間を守って欲しい。午前中の司会の方、午後疲れられていたようでした。交代制に。
· よくまとまっていた。パンフレットもしっかりしていた。事前の広報宣伝がもっと欲しかった。
· ほかの分科会も魅力的、テーマ設定が良い。若い人が少なかった。
· 高野さんの司会、時間配分など「さすが」でした。出席者のみなさん（パネリスト含め）それぞ
· れの立場から実感のこもった意見･質問が出て大変参考になりました。
· もっと遊べる要素が欲しい。各分野でがんばっておられる方方との意見を交換できて良かった。
· まちづくりを考える人たちがこんなにたくさんおられること。これを足がかりに地域のみんなが参加することで住み良い地域づくりが可能になる。
· メディアを身近にわかりやすく熱心に語られる楽しい分科会でした。

講師・パネラー・実行委員・参加者の紹介

第１分科会　「災害と市民活動  どうする？コミュニティ」
パネラー　　 

●今田　忠／阪神・淡路コミュニティ基金代表。
　　1937年大阪府豊中市生まれ。日本生命保険・日本生命財団を経て、1994年 6月笹川平和財団首席研究員。1996年阪神・淡路コミュニティ基金代表。現在に至る。10年にわたり助成機関の実務に従事。ＮＰＯ、フィランソロピーに関する著書、論文多数。
●松本　誠／神戸新聞情報科学研究所副所長、明石まちづくり研究所代表。
　　1994年兵庫県明石市生まれ。1967年神戸新聞社に入り、各部門の記者活動を経て、1994年から情報科学研究所に専任。記者時代からテーマとしてきた環境問題やまちづくり、地域経済などを専門分野とし「兵庫の住み良さ指標」や「住民参加のまちづくりの系譜と展開」「震災復興まちづくり支援活動の実態調査」「川を生かしたまちづくりの課題」などの論文を発表、居住地の明石で９年前から、市民グループのまちづくり研究会にも参画している。
●石井布紀子／プロジェクト結ふ代表。
　　1966年兵庫県西宮市生まれ。1992年より西宮市内に学びの場「すくーるすばる」をオープン。1995年大震災の際、自身も被災したが、塾が緊急救援グループ「ＤＥＮＮＥＮ］の事務局となり、３ケ月間に6000人以上の県外ボランティアと大量の物資を預かったことから、1995年8月、復興支援まちづくりグループ「プロジェクト結ふ」が発足、代表に就任。
●栗田暢之／震災から学ぶボランティアネットの会事務局長、研究集会実行委員。
　　1964年岐阜県生まれ。1995年大震災では勤務先の同朋大学学生らのボランティア活動をコーディネート、以来同朋大学ボランティアネットワークアドバイザーを務める。同年7 月愛知県内を中心に被災者支援の継続などを目的に設立された震災から学ぶボランティアネットの会の事務局長に就任、現在に至る。
■コーディネーター
●高原　稔／（社）地域問題研究所企画部長、研究集会実行委員。
　　1952年新潟県生まれ。「人間」が好きで社会学を学び、地域計画論の世界に入りました。テーマは広がる。暇はなし。それでも好奇心が強く、ついに生命科学にまで手を出しています。“街歩き”は自転車で、仕事は公共交通でと、ペーパードライバーが誇りです。ＮＰＯ、ボランティア連中との付き合いも長いです。20代、30代の人々に期待しています。
■コメンテーター
●中田　實／まちづくり交流フォーラム代表、愛知学泉大学コミュニティ政策学部長。
　　1997年に名古屋大学情報文化学部を停年退職後、98年から現職。専門は、地域社会学、コミュニティ論。同学部は、本邦初めてのコミュニティづくりを対象とする学部で、98年4月に発足。コミュニティ診断士のような専門家の養成をめざしている。
第２分科会 「協同型まちづくりの主体とシステム」
●小松幸子／三島グランドワーク実行委員会コアスタッフ。
　　　「市民、企業、行政との連携でまちづくり」を事例報告。1945年静岡県生まれ。68年静岡大学教育学部卒、同年から教員生活、75年に退職。夫が脱サラで設立した(有)コマツ商会で働く。地域ミニ新聞「かわら版さわじ」の発行やグローバル文化交流協会を設立するなど活躍。。「バイリンガル環境かるた」の発行をきっかけにグラウンドワーク三島実行委員会に参加、コアスタッフとして活動しています。現在、雑誌「ＤＯＯＲドア」編集責任者、三島市国際交流協会副会長、三島市ふるさと創生事業推進委員、ふじのくにＮＰＯ推進委員会委員。
●田中義人／２１世紀クラブ、研究集会実行委員。
    「人のネットワークを生かしてまちづくり」を事例報告。1947年生まれ。現在東海神栄電子工業(株)社長のほか2社を経営する傍ら、日本を美しくする会事務局(掃除に学ぶ会)代表世話人などを務める。 21世紀に通用する市民を目指して、会員自らのﾈｯﾄﾜｰｸを生かして講演会、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動などに取り組んでいる。ｸﾗﾌﾞの運営に当たっては会長・代表を置かず会則も設けず、会員も1年ごとに解散してしく会員を募集するなど会員の自主性を徹底して尊重している。
●高橋  徹／ザ・伊勢講  代表、研究集会実行委員。
    「地域資源とまちづくり」を事例報告。1948年伊勢市生まれ。現在建築設計事務所を主宰する傍ら伊勢市まちなみ保全審議会長などを務める。かつての伊勢参りによる伊勢のにぎわいを取り戻すため、まちかど博物館､伊勢市周辺の伝統産業125社など伊勢の資源を有機的につなぐことにより伊勢の活性化に取り組んでいる。                    

●久富  靖／名古屋市天白区平針団地自治会副会長。
    「自治会活動を中心にまちづくり」を事例報告。岐阜県生まれ。民間放送を定年退職後、生協の福祉活動事務局に勤務。75年から自治会活動に従事し現在に至る。 情報紙づくり、産直の推進、ｲﾍﾞﾝﾄの開催などを通じて住民が地域活動に主体的・永続的に参加できる仕組みをつくり、都市部の団地自治会を活性化させ、地域環境の一層の改善向上に取り組んでいる。
■コメンテーター
●浅野  聡／三重大学工学部助教授、研究集会実行委員。
　　　「市民参加とまちづくり」をコメント。1964年東京都生まれ。94年三重大学工学部建築学科講師、博士(工学)。ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ大学客員研究員(英国)を経て現在に至る。 まちづくりでの市民は大きな担い手、体験的、実践的な市民参加によるまちづくりの手法・方法を実践的に研究している。
●鈴沖勝美／前自治体国際化協会ロンドン事務所次長。
　　 「イギリスにおけるまちづくり」をコメント。1944年岡崎市生まれ。70年愛知県庁採用後、95年(財)自治体国際化協会ﾛﾝﾄﾞﾝ事務所次長を経て、現在愛知県文書課長。ｲｷﾞﾘｽにおける地方制度改革、行政の範疇そして市民との役割と連携について日本の公務員の立場から学んできた。
■コーディネーター
●昇  秀樹／自治体学会東海ブロック会議代表、名城大学都市情報学部教授、研究集会副委員長。
　　1952年生まれ。75年京都大学法学部卒。同年自治省入省後、滋賀県、三重県財政課長、自治省税務局府県税課長補佐、自治大学校部長教授を経て現在に至る。
第３分科会　「水と緑。里山を活かす」
· 石田芳弘／犬山市長。

　愛知県北部の木曾川に面した風光明媚な犬山市では、自然環境シンポジウムなどの里山をテーマとしたワークショップが数多く開かれています。また、来年11月には、第7回全国雑木林会議が開催されます。生まれ育った町犬山の歴史・文化・自然・人を活かした「犬山にしかないオンリーワンのまちづくり」をめざし、「城下町とからくり山車祭」の振興や「里山を活かしたまちづくり」に積極的に取り組んでいます。
· 桑島孝充／愛知県環境部自然環境保全室室長補佐。

　　「里山保全の人づくり-愛知県知多郡美浜町-」を事例報告。愛知県が進める里山自然地域保全事業を通して、市民による里山保全活動のリーダーの養成（里山アドバイザー養成講座）や子ども（里ちゃんクラブ）や地域住民の活動への体験の場の提供、及び県内への里山保全活動の普及などを目的に様々な里山保全活動の普及など様々な活動を進めています。

●伊井野雄二／「エコリゾート赤目の森」支配人、研究集会実行委員。

　　「里山に学び生きる」を事例報告。日本福祉大学卒業後、医療機関「赤目養生所」開設に参画され、赤目養生所事務長、｢ゴルフ場建設反対市民の会｣事務局長を歴任され、現在は、｢エコリゾート赤目の森｣支配人、｢赤目の里山を育てる会｣事務局長、三重県NPO研究会委員をされ、｢食と健康｣｢里山の保全活動｣等で講演活動を展開されています。

· 小池敦夫／名古屋市農政緑地局管理部主査　

　「市民でつくる雑木林公園」を事例報告。名古屋市天白区相生山緑地の　「オアシスの森づくり事業」は、所有者から名古屋市が無料で土地を借りて樹林地を保全するとともに、所有者も含めた市民参加で都市における新しい自然との関わり方の実験場となっています。 特色ある都市の緑・森づくりに取り組んでいます。
· 西川孝幸：朝倉川育水フォーラム事務局長、研究集会実行委員。

　　「ホタルの飛び交う人里づくり」を事例報告。朝倉川育水フォーラムは、豊橋の市街地を流れ多くの市民に親しまれている朝倉川に、環境の指標生物であり人々の郷愁をさそうホタルがかつてのように自生することを目指し、豊橋市の環境改善の象徴と位置付け、市民・企業・行政の三者のパートナーシップにより河川の再生と地域環境改善を図るために活動しています。

■コメンテーター

●林　　進／岐阜大学農学部教授、雑木林研究会会長。研究集会実行委員。   

「生活環境と里山の役割」を総括コメント。研究者としての専門活動の傍ら、造園家、デザイナーや市民、学生を交えた様々なメンバーが参加する雑木林研究会で、各地の里山保全と再生のボランティアに取り組むオピニオンリーダーとして活躍中です。
■コーディネーター
●岡村  穣／名古屋市立大学芸術工学部助教授、雑木林研究会。研究集会実行委員。
　　九州大学農学部博士課程終了後、名古屋市立保育短期大学助教授を経て、現在名古屋市立大学芸術工学部でランドスケープ論を担当しています。雑木林研究会のほか、芸術工学会運営委員、日本土壌肥料学会中部支部評議員をつとめています。
第４分科会　「よみがえれ農山村　農山村と都市の共生ネットワーク」
●水谷晴夫／三重県・飯高町町議。
　　町一番の若手の町議。若者を中心とした「飯高コミュニケーション・サークル」を結成し、このグループで経営するレストラン「富夢想野」や建設会社「ハックルベリー」など過疎の町で起業化に成功。今また都市交流の拠点「富夢想野クラブ」を起こし、都市に媚びない山村に根ざしたユニークな都市交流を展開中です。
●近藤庸平／長野県・浪合村村役場職員。
　　昭和３０年代にいち早く観光開発に取り組み、村が主体となる「浪合方式」を確立。その後も、ユニークな教育施設「浪合学校」、更には「トンキラ（水車）農園」を通して農村的生活文化の再建など終始、風土に根付いた取り組みに挑戦している。四駆に乗って全国を駆けめぐり、過疎脱却にかけるバイタリティーは比類がない。
●黍嶋久好／愛知県・豊根村村役場職員。研究集会実行委員。
　　昭和４８年来、当時の村長のスタッフとして山村の地域づくり、村づくりにかかわった。地方自治体の実験施策を模索しながら、教育的な過疎からの脱却、地域のたまり場、自然に学ぶ・体験交流、公設民営などの事業に参画している。愛知・長野・静岡県境（三遠南信地域）の山村で、地域づくりに汗を流している。
●菅野知之／愛知県・鳳来町「㈱キットコーポレーション」役員。研究集会実行委員。
　　林野庁職員として奥三河と本庁の生活を経験。その後、シンクタンク東三河地域研究センターへ転職。現在は、奥三河の森を活かす会社「キットコーポレーション」の役員として、森をめぐる経済を実践するかたわら、設楽町にテレワークセンター「テレコテージしたら」を立ち上げ、自ら現代版「自然と調和したライフスタイル」を実験中。
●有本信昭／岐阜大学地域科学部教授。研究集会実行委員。
　　農業政策や地域産業振興、更には都市との農産品交流など農村の流通問題に詳しい。自ら２１世紀村づくり塾「ブライト・イトヌキ」の代表として、実践活動にも参加。学生（若い世代）とのかかわりを始め、都市と農村をむすぶことに使命感を抱いている。農山村の外側からの提言も期待している。
■コーディネーター
●間瀬寿夫／ＮＨＫチーフカメラマン。研究集会副委員長。
　　取材を通じて各地の地域づくりに関心を持ち、地域の実情をまとめて正・続「輝く人・きらめく町」２冊を上梓。定年後は自給自足の田園生活を夢見ているが、そんなライフスタイルの視点から農山村問題に取り組んでいる。
第５分科会　「中心市街地の活性化を考える」
●伊藤光造／㈱地域まちづくり研究所代表取締役、研究集会実行委員。
　　1974年早稲田大学大学院理工学研究科卒。一級建築士。地域計画コンサルタント、国土庁地方振興アドバイザー。静岡未来づくりネットワークなどの市民活動などを主宰。市民参加による総合計画、都市計画の立案、住民参加型の公園・公共施設づくりや関係者が参加した商店街振興プランづくりを進めている。
●伊藤則男／西三河南部経済開発懇話会理事・事務局長、研究集会実行委員。
　　1976年南山大学経済学科卒。㈱ピーアンドディー代表取締役、㈱西尾ニュータウン開発取締役。西尾商工会議所、㈱創建に勤務の後現職。通産省民活アドバイザー、西尾商工会議所駅前再開発特別委員会委員、女性サークル町街まちアドバイザー、コミュニティ雑誌「みどり」編集委員などを務めている。
●中村伊英／まちづくりＮＰＯ「ウィリアム・テルズ・アップル」代表、研究集会実行委員。
　　1982年京都産業大学卒。86年から家業の和菓子屋を継ぎ、87年（社）上野青年会議所に入会、広報委員長、社会開発委員長を務める。96年から現職。現在、三重県ＮＰＯ研究会委員、上野市中心市街地活性化協議会委員、上野市景観条例策定委員会委員などを務めている。
■アドバイザー
●水尾衣里／名古屋女子文化短期大学助教授。
　　名古屋大学大学院工学研究科建築学教室後期博士課程を経て現職。日本道路公団名古屋ハイウェイ懇談会委員、名古屋道路公社名古屋高速道路懇談会委員、国土庁国土審議会特別委員会委員、愛知県地方計画委員会委員、などを務めている。
■コーディネーター
●飯田英明／（財）日本不動産研究所コンサルタント部上席主幹。
　　不動産鑑定士。名古屋都市再開発研究会幹事長、名古屋まちづくりフォーラム副座長。市街地再開発事業のコーディネーター、まちづくりに関する調査・研究、地域開発事業のプランニング事業などを推進している。
第６分科会　「人にやさしいまちづくり　今なぜネットワークか」

●久保田英之／春日井ひとまちネット。
　　「春日井まつり－ハンディキャップ体験」を事例報告。1964年、北海道帯広市生まれ。名城大学理工学部卒業後、㈱中建築設計事務所勤務、93年に久保田英之建築研究所を設立。
●溝口武嗣／岐阜ひとまちネット。
　　「リフォームヘルパー奮戦記」を事例報告。1963年生。大阪芸術大学建築学科卒。㈱環境計画勤務を経て、㈱グランド工房を開設。大垣市高齢者・身障者・・住宅改善指針製作委員などを務めている。平成10年デザイナーズ・ファクトリィを設立した。
●岩瀬丈晴／ＡＪＵ自立の家。
　　「サマリアハウスからの自立」を事例報告。1966年生。昭和50年ごろに進行性筋ジストロフィと診断される。58年授産施設に入所、閉鎖的な仕組みに疑問を持ち、平成2年ＡＪＵ自立の家に入居希望し6年にサマリアハウスに入居。10年サマリアハウス卒業、現在同ハウス「ぴあ名古屋」で福祉機器の販売をしている。
●久保田久代／常滑市はっぴいわん代表。
　　「ボランティアの立場から考える」を事例報告。1949年、常滑市生。「さわやか福祉財団」さわやかインストラクター、ライフコンサルタント、手相研究家などをしている。
■コーディネーター
●田中英彦／㈱連空間都市設計事務所代表。研究集会実行委員。
　　1952年高知県生。人にやさしい街づくりネットワーク連絡会、あんきにくらす住の会所属。一級建築士。コーポラティブハウス企画設計、ＯＭソーラーハウス設計などが得意分野。中部建築賞、愛知まちなみ建築賞などを受賞している。
●来島修志／尾張人まちネット所属。研究集会実行委員。
　　1963年生。日本福祉大学高浜専門学校専任教員、愛知県作業療法士会理事・渉外部部長。精神障害者のリハビリテーションや老人性痴呆疾患の作業療法、ＱＯＬ、在宅リハビリテーションに携わっている。
●伊藤光保／医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海代表。研究集会実行委員。
　　47歳、内科医。プライマリケア学会医療研修委員、在宅ケアを支える診療所全国ネットワーク東海ブロック世話人、在宅医療推進連絡協議会評議員、21世紀の医療をつくる若手医師の会政策幹事などを務めている。
第７分科会　「多文化共生のまち　国際化と人権」
●小野政美／エルクラノの会事務局、春日井市小学校教員。
　　日系ブラジル人少年エルクラノ君が日本人少年グループに暴行殺害された事件後、市民有志で会を設立。名古屋の野宿生活者の支援活動にも関わっています。
●都築くるみ／愛知学泉大学コミュニティ政策学部教員。
　　愛知県豊田市や豊橋市では、日系ブラジル人労働者とその家族が急速に増加し異文化コミュニティを形成しています。それに対して既存の住民・自治会はどのように受け入れを図ってきたか、日系ブラジル人と地域住民との関係を調査研究している。著書に『増殖するネットワーク』（共著）ほかなど。
●杉本正次／名古屋ＮＧＯセンタ－事務局長、名古屋市小学校教員。
　　医療・保険に関わる必要な情報を外国人住民に提供し、関連団体のネットワークをもとに外国人医療保障の問題を解決していくことを目指して外国人医療センター設立に尽力し、現在同センターの理事をつとめている。
●金宣吉（KIM Son Gil）／神戸市長田区出身。「アジアタウン推進協議会」副代表。
　　在日韓国・朝鮮人に対する民族差別への闘いや戦後補償を求める運動に関わり、阪神大震災後は「神戸定住外国人支援センター」を結成、また、国籍を越えた助け合いの中から多様な文化を地域の資源に他民族が共生する空間を築こうとする「アジアタウン推進協議会」結成に参加。
■コーディネーター・司会
●穂坂光彦／日本福祉大学経営開発学科教授、研究集会実行委員。　　
　　タイやスリランカの国連機関でｽﾗﾑ改善政策を担当した後、現職をつとめています。アジア居住権連合（本部バンコク）の共同代表なども務めている。主な著書に「アジアの街わたしの住まい」がある。
第８分科会　「こどもたちとまちづくり」
●渡辺則子／豊橋市「まどか文庫」。豊橋市議。
　　自宅の図書室を開放しながら、絵本やお話しを通して、地域の人と人のつながりを大切にしたいと活動。最近、環境や福祉の問題も視野にいれたまちづくりに関心を持っています。
●南部蔦江／名古屋市昭和区、憩いの場・遊び場をつくる会代表。
　　台町ふれあい公園愛護会メンバーで、中学１年生、小学校５，３年生の子供の子育て中。
●原　　京子／名古屋市緑区、子どもの遊び研究会「どんぐり」所属。
　　10年前、自然の中でのびのび子どもを育てたいと仲間６人で自主保育を発足、1992年緑生涯学習センターの講座「子ども環境白書」をきっかけに子どもの遊び研究会を発足。その他同じ学校のどんぐりのメンバーとともにPTAにあそび文化部を発足させた。なるみ三世代遊びマップを作成中です。
●小島克視／子どもまち研究会。　
　　 「西尾の人物」「西尾を築いた１００人」の部分執筆、西尾・幡豆郷土研究会、西尾市社寺文化財調査員等の活動を通じて、西尾の歴史の編集に関与する一方、子どもまち研究会研究部長として、子どもたちとともに親子まち探検隊等を起こし、ふるさとを愛し、ふるさとが語れる子どもを育てたいと活躍中です。
■コーディネーター
●寺本　潔／愛知教育大学助教授、研究集会実行委員。
　　人文地理学・社会科教育・環境教育を専攻している。 「まちワーク研究会」の主要メンバーとして、学校とまちづくりのコラボレーション（協働）に尽力中です。
（まちが、美しいデザインの建築物やゆとりある道路や公園に恵まれていくことは嬉しいことです。でも、市民（特に子どもたち）の街への愛着や情感は育っているでしょうか。学校と市民、行政そして私たち専門家やプランナー、建築科などが協力して、子どもたちに”小さなまちづくり人”のなってもらうよう努力したいものです。：寺本）
■司会者
●青山　嵩／財団法人名古屋都市センター調査課研究員、研究集会実行委員。
　　市民が豊かさを感じることができるまちをめざし、パートナーシップ型のまちづくりの実現に取り組んでいます。
  （今、街は子どもたちにとって故郷です。そこで遊び、学習することを通じて故郷の街として心に刻まれていきます。まちづくりは人づくり、その子どもたちが育っていくとき、街もきっと素敵になるでしょう。：青山）
第９分科会　「歴史や文化をいかしたまちづくり」

●水谷友彦／（社）愛知建築士会・トリエンナーレ委員会委員長、研究集会実行委員。
　「建築資産をまちづくりに活かす－市民がはぐくむ街と文化」を事例報告。1997年・98年、名古屋市白壁地区、覚王山地区において、「建築資産をまちづくりに生かす」をテーマにシンポジウムなどを企画し、近代建築物の保存と活用に取り組んでいる。
●伊藤晴彦／市民塾白壁アカデミア代表世話人、㈱エイ・ティ・デザイン取締役社長。
　　「白壁アカデミア。－キャンパスはまちなみ保存地区」を事例報告。京都市立美術大学卒。（財）中部活性化センター専門委員、名古屋住環境会議幹事、国際絞りネットワーク副幹事長、橦木館店子代表、籐でつくる自転車プロジェクトオーガナイザーとして、車づくりから地域の産業やモノづくりに広がるインダストリアルデザイナーとして活躍中です。
●柴田行康／金華街作り研究会会長、（有）ＮＯＡ研究室主宰、岐阜県建築士会所属。
　　「岐阜市金華地区のまちづくり」を事例報告。金華まちづくり協議会住宅部会長、岐阜市文化懇談会委員、岐阜市未来派トーク委員、岐阜市歴史道調査委員を務め、建築景観シンポジウム開催、みの・ひだの歴史的建築物等の調査や「人と自然にやさしい町づくり」出版などもしている。
●谷口　尚／伊勢市建築部都市計画課計画係長、兼再開発係長。
　　「伊勢市内宮おはらい町のまちづくり」を事例報告。一級建築士、再開発プランナー。都市計画行政に従事し18年目。市民ワークショップなど市民参加による都市マスタープラン、住宅マスタープラン、景観形成基本計画などのマスタープランづくりを展開中です。　　　
●永井　鎭／有松まちづくりの会副会長。
　　「デザインゲーム。-有松スローリー」を事例報告。1965年横浜市立大学文理学部卒。5年の東京勤務の後、有松で家業の米穀・プロパン販売に従事。有松商工会、イーストビル再開発事業などまちづくり活動に参加しています。
■コーディネーター 

●尾関利勝／㈱地域計画建築研究所取締役副社長、名古屋事務所々長。研究集会実行委員。
　　一級建築士、再開発プランナーとして、白壁アカデミア、匠文化研究会、名古屋城本丸御殿フォーラム、夢いちば実行委員会、ＳＡＳ名古屋などに参加。三大都市圏の生活経験をもとに名古屋を中心にまちづくりを職業としている自称「まちの町医者」。地域の歴史の継承は創造の原点と考え、学生時代からライフワークの一つとしている。
第１０分科会　「地域メディアでまちをつなごう」
●杉江恵子／常滑市・まちづくりグル－プ「あすとこねっと」
　　あすの常滑市を考える市民ネットワ－ク「あすとこねっと」の歴史文化部会は、いま手作りのテレビ番組「常滑歴史発見」の制作に打ち込んでいる。地元のケ－ブルテレビ「常滑ニュ－テレビ」に企画をもちこみ、撮影以外はすべて会員が分担して常滑のル－ツをさぐり、現代のまちづくりに活かそうとしている。
●阿部好一／鈴鹿市・ケ－ブルテレビ『ケ－ブルネット鈴鹿』社長。
　　鈴鹿市にある会社が地元でつくったケ－ブルテレビに派遣され、情報発信力の強化が経営の基盤強化につながると番組制作にも乗りだし、本業を上回るほど地域活動団体から頼りにされている。「三重・滋賀・福井３県フォ－ラム（１１／２２）」企画委員長や「災害救援ネットワ－ク準備会」代表世話人など忙しく飛び回っている。
●北川喜英／名古屋市・英字新聞「ＣＨＵＢＵ ＷＥＥＫＬＹ」など主宰。
　　国際化が進むにつれ、東海地域にくらす外国人も急増している。メジャ－なメディアでは伝えない地元のできごと、社会問題、文化、娯楽、くらしのカレンダ－などなど、英語情報を必要とする人、国際感覚で情報交換したい人などに必要な情報をとどけることをめざし、英字紙「ＣＨＵＢＵ ＷＥＥＫＬＹ」や、インタ－ネットでの地球市民コミュニティづくりをめざしている。
●中野了子／美濃加茂市・地域新聞「可茂ジャ－ナル」編集長。（当日は、急用のため欠席）
　　「可茂ジャ－ナル」は美濃加茂市、可児市、御嵩町など岐阜県中濃地域をエリアとする地域紙。産業廃棄物処理場をめぐっての住民投票実施など、情報公開、地方分権をめざす御嵩町のまちづくりの様子なども確かなジャ－ナリズム精神でとらえて報道、市民・住民とメディア・行政がともに地域を変えてきている。
■司会
●高野春広／ＮＨＫ名古屋局チ－フアナウンサ－。
　　「市民とメディア研究フォ－ラム（あくせす）」運営委員、日本ジャ－ナリスト会議会員。岐阜大学で「放送文化論」を担当するなどいくつかのキャンパスでも活躍中。
特別分科会　若者だけの企画「学生・若者の交流＆ネットワーキング」　
●阿部匡成　　日本福祉大学学生
●荒川孝之　　名古屋大学大学院院生
●安藤仁美　　豊橋技術科学大学大学院院生
●田下陽子   岐阜大学学生
●中野勝行　　豊橋技術科学大学大学院院生
●原　佳宏　　名古屋大学大学院院生
●藤沢　徹　　名城大学学生
●水越淳三　　名古屋外国語大学学生　
実行委員の紹介
●井沢知旦／白壁アカデミア代表世話人、㈱都市研究所スペーシア代表。
　　知的地場産業を標榜し、地道に市民参型のまちづくりを展開しています。
●伊藤都万／自治体学会東海ブロック会議運営委員、愛知県職員。
   現場を大事にする実践的な活動を大事にし取り組んでいます。
●岩崎豪詞／西尾市ふるさと懇談会代表、㈱豊和社長。
　　西尾商工会議所常議員、明るい社会づくり西三河推進協議会副会長などを務め、市民団体、行政、企業とのパートナーシップづくりを目指しています。
●海野源一郎／東三河会詰懇話会常務理事。
　  穂の国森づくりの会、朝倉川育水フォーラム、豊橋市電を愛する会などに参加し、実践的なまちづくりに取り組んでいます。
●大西光夫／まちづくり交流フォーラム事務局長。
　　「市民フォーラム21」前代表・事務局、ＮＰＯ連絡会世話人をつとめ、ＮＰＯをめざす市民団体の支援活動に飛び回っています。
●川島康治／自立のための道具の会事務局次長、愛知県建築部主任専門員。
　　アトピー環境研究会、本丸御殿フォーラムなどに参加し幅広い活動をしています。
●木野秀明／市民グループ・創遊クラブ所属、鹿島建設名古屋支店建築設計部勤務。
　　　夢いちば実行委員長。「名古屋にもっと愛を」をモットーに、名古屋をより楽しく夢のあふれるまちにすることをライフワークの一つにしています。
●国枝英男／岐阜草の根交流サロン代表、（財）長良川国際会議場チーフプロデューサー。
　　活動分野のテーマを超えた共通の交流ネットワークを拡大し、それぞれの活動の一層の集約化・集中化を計ることが大切と考えています。
●柴田祐作／三河スマートバレー・ネットワーク、名古屋外国語大学国際経営学部教授。
　　企業での機械設計と組織開発の研究、情報サービス事業推進の経験を活かし、大学では経営組織と経営戦略を担当しています。
●滝川裕康／震災から学ぶボランティアネットの会。
　　市民活動が社会の中で定着することを念願し、一人一人の在り様をボランティアネット活動の発展に託しています。
●高木繁伎／名古屋ユネスコ協会員、愛知県芸術劇場館長。
   ユネスコ協会や名古屋ボランティアバンクに所属、各種のボランティア活動やナショナルトラストに取り組んでいます。
●田村幹洋／（社）奥三河ビジョンフォーラム常務理事、 ㈱田村組代表取締役。
　　奥三河地域の振興及び活性化に関する諸問題の調査研究を進めています。
●津田正夫／市民とメディア研究フォーラム、マスコミと人権を考える東海の会、東邦短大教授。
　　　「メディアを市民の手に」がメッセージです。「パブリックアクセス」「テレビジャーナリズム」「長良川河口堰」などの著書があります。
●中川　護／㈱中島工務店総合研究所所長。
営林局に長年勤務、森林計画、森林経理学が専門です。
●野口定久／日本福祉大学社会福祉学部教授。
　　専門は地域福祉計画、社会福祉調査。現在は介護保険と地域福祉システム、ヘルスケアマネジメント、バリアフリー社会に取り組んでいる。
●水野一男／雑木林研究会所属、㈲木文化研究所代表取締役。
    林業ジャーナリストを経て、木文化研究所を設立し、木・緑・雑木林を活かす事業を展開しています。
●吉島隆子／（財）三重社会経済研究センター主任研究員。
　　地域に関わる者として常に人と人をつなぐ役割を果たし、様々な出会いを期待しています。
一般参加で紹介・アピールを申し込んで頂いた方々。

●伊藤きりよ／日本福祉大学社会福祉学部４年。
　　  尼崎のケア付仮設住宅でのボランティア経験を「きりよさんのケア仮設日記」として配布、支援カンンパをしています。
●伊藤ふさ、下之坊　修子／ ビデオ工房ＡＫＡＭＥ。
  　お二人は大阪からの参加です。女性情報をケーブルテレビで発信しようと考えています。
●今西隆文／文化サークル・トークメイツ 、松坂市役所職員。
　  松坂の若者でまちづくりを考える活動をしています。
●岩室秀典／文化経済学会会員、東海総合研究所研究員。
　  市町村の文化振興計画や企業の社会貢献活動に関する調査研究を進めている。
●遠藤　　学／名古屋市名東区、バリアフリー＆ハートフルスペース「向日葵クラブ」所属。 

　 　脳卒中による身体障害者のリハビリと社会参加、地域生活の支援をしています。
●大竹富三江／蒲郡市国際交流協会、朗読グループ・声、鹿島読書会、主婦。
　　　読書好きを活かした社会参加を心がけ、荒廃する児童の精神生活の問題にも取り組んでいます。
●大野佳枝／台町ふれあい公園愛護会、昭和区子育てMAPをつくる会。
　  地域のふれあいの場、ふれあうネットワークをつくることで自己実現とは何か考え、まず自らを考え見つめています。
●加藤理香子／こえ(from 海上の森)、海上の森自然観察会。
　　里山の保全や市民の声を行政に反映させることを目的にいろいろな活動を行っています。行政主導ではなく、市民の自治が展開されていくことを考えている。                                 

●鬼頭弘子／人にやさしいまちづくりアドバイザー、建築設計士。
  　守山区のアドバイザーのメンバー３人で本を作りました。名前は「お姉ちゃんと一緒の学校に通いたい」です。ブースを出しています。見て下さい。
●黒田貴信／愛知県職員。
　　中山間地域の懸命な活動を多くの人に知ってもらいたいと考えている。地域・業種を超えて人の輪を広げるお手伝いをしたいと考えています。
●清水恭司／全林野労働組合名古屋地方本部執行委員長(営林局の労働組合)。
　　森林、林業、林産業、またそこに働く労働者、ＣＯ２削減等に関する環境問題などに関心があります。
●清水玲子／ぎふ「ロダン&花子」の会、（財）岐阜市都市整備公社勤務。                

　　　彫刻家ロダンのモデルだった“花子さん”（岐阜出身）をキーワードにネットワークを作っている。日本全国にいる心の花子さん、是非岐阜に来て下さいとアピールを発信中。
●武内基亘／（社）西尾青年会議所。
· 乃一香織／カラープランナー、名古屋市昭和区在住。

　　　環境色彩問題に関心を寄せています。
●野々山郁／在宅ケアを考える会、歯科医師。愛知県東郷町在住。
    在宅保険が間近に迫っています。インフォーマル・サポートを地域ですることが急務です。
●早川裕康／岐阜県福岡町・夢倶楽部、自営業。
    想像を創造に、夢を現実に、この町に住み、豊かな人生を送りたいと願っています。
●藤原歳久／センチュリーフェスタ実行委員会事務局長。
     センチュリーフェスタのような市民参加型イベントが、21世紀への市民参加の祭のモデルとして地域の活性化につなげたいと願っています。
●牧村好貢／環境市民(東海)、㈱エコソリュージョンズネットワーク代表。
    日本初の都市型環境共生ビルを完成させ、エコビル、エコハウス、エコシシティづくりをNGOの感覚を持って企業運営しています。
●松浦弘智／つなぐネット、名古屋大学大学院生。
    情報化の中で取り残される情報弱者を救い、コンピューターネットワークを通して市民活動を活性化し、つないでいきたいと願っています。 

●山本憲司／夢いちば実行委員、名古屋キリスト教社会館名南ユースセンターACT所長。
    赤ちゃんから高齢者、障害児が通う総合福祉ｾﾝﾀｰに従事しています。ＡＣＴは青少年事業や地域向けプログラムづくりをしています。
「まちづくり交流フォーラム」へのよびかけ文

  高齢化・低成長社会の21世紀を迎えるにあたり、これまでの高度成長時代のまちづくりから大きくパラダイムを転換することが求められています。そうした中、去る３月２５日、「特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）」が公布され、市民が様々な社会的領域で活躍することへの期待が膨らんでいます。私たちは今、市民主導の視点に立ち、これまでのまちづくりの経験を生かしながら、21世紀のまちづくりを提案するための「研究集会」を３ケ年計画で開催することにしました。
  まちづくりを都市工学や建築・土木などのハード面だけに限定せず、環境・福祉・教育・文化といったソフト面にも視野を広げ、また、高齢者・女性・子ども・障害者・外国人などのかかえる課題への取り組みも積極的に位置づけ、そうした視点から取り組まれている各地・各領域での様々な新しい試みを掘り起こすとともに、その経験や知識・情報を交流し、自らも実際にモデル事業を開発しながら、２１世紀におけるまちづくりのあり方や中身や取り組み方などを論議しようと考えています。
  具体的には、まちづくりとは何か、市民とは何かなどの基本的な命題の解明にもチャレンジし、21世紀におけるまちづくりのコンセプトを提案したいと思います。また、個別のテーマを設けて課題を掘り下げ、分科会の論議やワークショップ、現地調査や事例交流などを行いながら中身を深めます。特に、昔から「まちづくりは人づくり」と言われてきたように、｢人｣に焦点を当てたいと思います。研究集会には、全国各地でまちづくりに取り組んでいる団体や個人、大学やシンクタンクなどの研究者や研究機関、企業や行政の方々にも広く参加をよびかけ、文字どおり、２１世紀の市民社会をめざして市民・企業・行政のパートナーシップの新たな関係を築いていこうと思います。そのため、初年度は「出会いと交流の場」、2年度は論議を深め実践例を確認する「話し合いと討論の場」、最後の年は21世紀へのまちづくりについて「提言をまとめる場」と位置づけ、この過程で得られた様々な知識や情報をインターネットで公開したり、出版するなどして多くの方々に提供していきます。
  研究集会を軸にしながらこうした取り組みを進めるため、各年度毎に研究集会の実行委員会を結成するとともに、それとは別に3年間の運営に継続的に責任を負う組織として、「まちづくり交流フォーラム」を設立することにしました。「研究集会」及び「まちづくり交流フォーラム」は、21世紀における新たな文化、新たなコミュニティを創造・提案し、パートナーシップ型市民社会を築くために、市民からよびかける熱いメッセージです。
東海・中部地方から産声をあげたこのよびかけが大きく豊かに広がっていくために、「研究集会」実行委員会への参加とともに、「まちづくり交流フォーラム」へのみなさんのご参加をよびかけるものです。
（１９９８・５）
「まちづくり交流フォーラム」運営の覚え

１名称      まちづくり交流フォーラム

「まちづくり」の語義について、建築・土木・都市計画などのハード面に限定せず、産業・経済の活性化や環境・福祉・教育・文化といったソフト面も含んでいるものとする。また、「人づくり」や「人の交流」といった視点を欠落させない。

２目的      まちづくりに関する情報交換や研究開発、及びネットワーク化を推進し、21世紀におけるまち

　　　　　　　　づくりに資することを目的とする。

　＊　（組織を作るために事業を行うのではなく）“事業を行うために組織がある”という意　

　味を明確にするため、西暦２０００年までの３年間をもって、一端本会は終了する。但し、　　

　その時点で、「新しい事業を設定し、組織を継続すること」は妨げない。

３構成      目的に賛同する会員で構成する。

４会員      会員は所定の会費を納める。総会での議決権を有する。個人・団体の区別は置かない。

５機関      下記の機関を置く。

                総会       会員で構成する。総会は、年間計画を決め、役員を選出及び承認する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成員の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し、多数決をもって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事を決する。定期総会は年一度とし、必要に応じ臨時総会を開催する。 

             　  幹事会      代表、副代表、幹事、事務局長で構成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総会に次ぐ決議機関で必要に応じて適宜開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総会開催までの間において、役員を選出できる。ただし、総会で承認を得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることとする。

      　   　　　総会、及び幹事会は、いずれも代表が召集する。

                事業を円滑に運営するために、作業委員会を設置する。

６役員      次の役員を置く。いずれも、総会又は幹事会で選出する。

                代表           1名          　　    　   副代表        　  若干名

                幹事         若干名          　　        監事         　　  若干名   

                顧問         若干名          　　　　　    事務局長          1名

７事業      下記の事業を行う。

                ①、「研究集会」の開催。(年1回)。広く実行委員会を組織して開催する。

                ②、小規模な研究会、学習会、事例交流、現地取材活動を積み重ねる。

                ③、21世紀の新たなまちづくりのモデルの研究開発に尽力する

                ④、様々なまちづくりの事例や研究調査のデーターベース化や出版活動、及びネットワ

　　　　　　　　　　　　　ークの形成を促進する

８財政      会費、賛助費、寄付金、助成金、参加費、その他の事業収入で賄う。

              　 会費       年間        ６，０００  円

               賛助費      年間・1口   １０，０００  円

             会計年度      毎年４月１日――３月３１日

８その他    事務所    名古屋市中区栄1-18-1 ﾅﾃﾞｨｱﾊﾟｰｸﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ13F 地域計画建築研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　内に置く。

９附則      本覚えは、１９９８年５月１５日から発効する。

役員名簿
代表      

中田  實（愛知学泉大学コミュニティ政策学部長、同研究所長)

副代表    

昇  秀樹（自治体学会東海ブロック会議代表、名城大学都市情報学部教授）／間瀬寿夫（まちづくり研究フォーラム代表、ＮＨＫチーフカメラマン）／水谷友彦（愛知建築士会トリエンナーレ委員会委員長）／モンテ・カセム（市民フォーラム21･ＮＰＯセンター代表理事、立命館大学政策科学部教授）／吉島隆子（財：三重社会経済研究センター主任研究員）／渡辺豊博（グラウンドワーク三島実行委員会事務局長）

幹事      

青山 嵩（財：名古屋都市センター調査研究員）／浅野 聡（三重大学工学部建築学科助教授）／有本信昭（岐阜大学地域科学部教授）／飯田英明（財:日本不動産研究所上席主幹）／伊井野雄二（エコリゾート赤目の森支配人）／井沢知旦（株：都市研究所・スペーシア代表）／伊藤光保（医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海代表）／伊藤都万（自治体学会東海ブロック会議事務局長）／伊藤則男（西三河南部経済開発懇話会理事・事務局長）／伊藤光造（地域まちづくり研究所）／岩崎豪詞（西尾市まちづくり懇談会代表）／海野源一郎（東三河開発懇話会常務理事）／岡村　穣（名古屋市立大学芸術工学部助教授）／押谷茂敏（有：押谷地域設計代表）／尾関利勝（株：地域計画建築研究所所長）／影山武司（財：静岡総合研究機構主席研究員）／川島康治（自立のための道具の会事務局次長）／木野秀明（夢いちば’98実行委員長）／国枝英男（岐阜草の根交流サロン代表）／栗田暢之（震災から学ぶボランティアネットの会事務局長)／近藤庸平（長野県浪合村）／柴田祐作（名古屋外国語大学教授）／菅野知之（株:キットコーポレーション専務取締役）／曽田忠宏（人まちネット、愛知工業大学建築工学科教授）／高橋 徹（高橋徹都市建築設計工房主宰）／高原 稔（社：地域問題研究所企画部長）／田中英彦（人にやさしい街づくりネットワーク連絡会事務局）／田中義人（２１世紀クラブ）／田村幹洋（社：奥三河ビジョンフォーラム専務理事）／津田正夫（市民とメディア研究会・アクセス、東邦学園短期大学経営情報科教授）／寺口瑞生（松阪大学政治経済学部助教授）／寺本　潔（まちワーク研究会、愛知教育大学教授）／中川 護（岐阜県馬瀬村・楽しい百姓山仕事を通じた村づくりの会）／中村伊英（ウィリアムテルズ・アップル代表）／西川幸孝（朝倉川育水フォーラム事務局長）／橋本典明（岐阜県明智町・大正村実行委員会）／林　進（岐阜大学農学部教授）／舟橋伸治（有：ガイア造景研究所代表）／穂坂光彦（日本福祉大学経営開発学科教授）／水野一男（有：木文化研究所代表）／幹事兼事務局長 大西光夫（ＮＰＯ連絡会代表世話人）

監事

武長脩行（椙山女学園大学生活科学部教授）／福井秀樹（地域計画建築研究所研究員）

基調報告、特別報告のあと、どのような方々がこのフォーラムに関わっているのか知って頂くため、講師・パネラー・実行委員・参加者の紹介を行いました。紹介アナウンスは、松浦さと子さん（名古屋大学大学院博士課程、市民とメディア研究会会員）。


●この時、発表したプロフィールと各分科会やプログラムで紹介されているものを一括して収録し、ここで紹介させていただきます。














